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宇宙資源学の創成
宇宙の資源を活用した持続可能な月・火星進出の時代を開く

月探査の扉を開く

今、人類は月面や火星面へと生活の場を拡げようとしています。アポロ計画時代の米ソの冷戦を背景とした短期決戦的な宇宙開発ではなく、現代

の月・火星開発は、民間企業も含めた経済活動として、現地の宇宙資源を活用しつつの着実かつ持続可能な開発のフェーズに入っています。人類

史のターニングポイントとなる宇宙進出の時代を科学の力でサポートします。一方、地球のフロンティア研究にも注力します。地球は、地球の全生命

を滅ぼしかねないほどの環境変動を何度も繰り返しています。人類の歴史は地球の歴史に比べて3桁も少ないので、人類にとっては近未来の地球

環境もまた、人知の及ばないフロンティアと言えます。月面・火星面、そして、近未来の地球環境に人類が持続的に生存するための研究・開発活動

を推進しています。

　日本は月着陸実証機SLIMで、日本初の月面

軟着陸、そして世界初の月面ピンポイント着陸に

成功しました。このSLIMに搭載された唯一の理

学観測機器、マルチバンド分光カメラ（MBC）の

開発運用リーダーを務めました。また、日本とイ

ンドが共同で行なう月極域の水資源探査計画

LUPEXでも、無人探査車に搭載される、近赤外

画像分光装置ALISの開発運用リーダーを務め

ています。

　月の科学と資源探査の最先端の探査計画を

推進しながら、さらに次の月・火星開発に必要な

探査目標や探査技術を見極めて、要素技術の開

発や人材育成を進めると共に、新規参入の企業

が宇宙をめざすお手伝いもさせていただきたい

と考えています。

　地球の人跡未踏の地や、災害等で居住制限され

ている場所での探査活動は、探査活動を維持するイ

ンフラを自ら構築しておかねばならないという点で、

これから本格化する月面・火星面での宇宙探査と共

通する側面があります。月惑星探査の手法を宇宙に

活用したり、逆に宇宙探査の手法を地球に活用した

りする研究を続けています。

　例えば、カメルーン共和国で1986年に起こった火

山湖の湖水爆発では1700 名以上の人命が失われ

ました。近年の研究で私は、火山湖にたまった火山

ガスの量を簡単に推定する方法を開発しカメルーン

政府に供与しました。メンテナンスがままならないカ

メルーンの居住制限区域で継続的に観測できる方

法を開発することは、まさに宇宙探査のようでした。

また、現在は、宇宙探査用に開発された、空中から地

面に打ち込んで設置する地震計であるペネトレータ

の開発グループにも参加しています。このペネトレー

タの実証試験を、地球の南極で行なっています。

　地球の様々な過酷な環境で自然のメカニズムを

解明することで、近未来の地球に人類が持続的に生

存できるようにする活動にも取り組んでいます。

　月面の極地にある水氷を電気分解してロケットの燃

料とし、地球帰還の燃料や火星へ行く燃料を月面で補

充できるようにしようという構想が世界各国で進んで

います。資源の開発は単に、探査地域の資源の存在場

所と量がわかれば良いというものではありません。そ

の資源がどういうメカニズムで濃集したのか、過去現

在未来にわたってどのような速度で濃集したり散逸し

たりするのか、という資源物質移動の総合的な理解が

あって初めて、埋蔵量や埋蔵場所の推定に至ります。

この総合理解のための基盤研究が宇宙資源学です。

　今後、宇宙資源の国際競争が始まるなかで、日本

の宇宙予算では、アメリカ、中国、インドに物量では

遠く及びません。しかし、宇宙資源学をリードするこ

とで宇宙資源採掘を主導する国家となることは十

分に可能です。世界が平和的に宇宙資源開発を進

めるためにも、宇宙技術を軍事転用しない日本の存

在意義は大きいです。

　LUPEXで宇宙資源探査の最先端を進むだけで

なく、宇宙資源の移動メカニズムを解明するための

宇宙環境再現実験や、シミュレーション実験で、総

合的に宇宙資源学を創成します。

宇宙資源の本質を探る

地球を含むフロンティアで自然と対峙する

図1：SLIM搭載マルチバンド分光カメラの運用訓練でESECに集まっ
た運用チーム

図2：カメルーン共和国の火山湖ニオスでの
防災活動




